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サ
六
日
大
和
守
と
改
め
、
丸
用
十
日
江
戸
に
卒
、
享

年
廿
=
一
。
駒
込
苦
静
寺
に
浦
野
。
、
法
説
は
鍵
崎
院
了

間
道
照
大
居
士
。

九

代

前

回

利

保

大
型
寺
務
侯
第
五
代
前
凶
利
道
の
六
男
。
七
日
市
侯

八
代
前
凶
利
見
の
後
を
襲
ぐ
。
逝
稽
鑓
五
郎
・
大
串
・

大
和
守
・
宗
啓
・
鶴
心
滞
。
法
捜
閑
訟
院
。
停
別
出
。

O
E室

某
、
七
代
前
田
利
簡
の
女
。
天
明
七
年
十
ご
用
朔
日

婚
し
、
文
化
十
三
年
二
周
九
日
夜
。
享
年
五
十
一
。

法
践
は
貞
光
院
心
緯
錨
用
大
妨
。

十

代

前

回

利

部

初
名
松
之
助
・
隼
人
。
突
は
前
回
掃
庖
守
武
宣
〈
武
宣

は
利
理
の
七
男
で
、
同
姓
淡
路
守
孝
武
の
後
を
襲
い

だ
も
の
d

。
母
は
清
審
院
。
寛
政
三
年

E
用
十
六
日
江

戸
に
生
ま
れ
、
事
和
ご
年

E
E廿
七
日
利
以
の
嗣
子

と
な
り
、
文
化
五
年
十
一
周
入
日
家
督
相
領
、
十
ご

周
十
一
日
従
五
位
下
大
和
守
に
叙
任
、
七
年
十
一
周

七
日
入
部
、
天
保
十
年
=
一
周
六
日
徳
川
家
鹿
か
ら
領

知
刊
物
を
受
け
、
十
一
周
廿
二
日
江
戸
に
卒
、
事
年

四
十
九
。
畏
感
寺
に
葬
。
、
法
践
は
碧
源
院
怨
用
銀

照
大
居
士
。

O
E室

ハ
一
〉
某
、
出
羽
鑑
回
侯
岩
城
伊
態
守
隆
恕
の
女
。
文

化
十
年
入
居
十
一
日
入
典
、
文
政
十
ご
年
六
周
サ
五

日
夜
。
法
脱
は
恵
照
院
岡
明
海
智
大
妨
。

C
C某
、
陸
奥
七
戸
侯
南
部
鰭
廓
守
信
隣
の
女
。
天

保
元
年
四
用
十
六
日
入
典
、
明
治
元
年
十
周
ご
日
夜
、

享
年
六
十
一
一
。
法
践
は
貞
徳
院
歌
室
秀
詠
大
姉
。

ア
キ
，

十

一

代

前

田

利

部

初
名
銭
入
郎
。
借
入
は
富
山
侯
前
回
利
幹
、
母
は
側
室

巽
堺
院
。
文
政
六
年

E
用
九
日
江
戸
に
生
ま
れ
、
天

保
九
年
間
四
用
六
日
利
和
の
嗣
子
と
な
り
、
十
一
年

マ，、

二
周
二
日
家
督
相
続
、
=
一
周
廿
三
日
元
服
し
て
孫
入

郎
と
講
し
、
十
二
局
十
六
日
従
五
位
下
大
和
守
に
叙

任
、
十
四
年
十
ご
用
品
u
四
日
丹
後
守
と
改
め
、
弘
化

元
年
六
周
廿
五
日
入
部
、
安
政
ご
年
三
局
六
日
徳
川

家
定
よ
り
領
知
判
物
を
受
け
、
明
治
二
年
六
用
品
u
一一一

日
版
籍
を
奉
謹
し
て
七
日
市
務
知
事
を
命
ぜ
ら
れ
た

が
、
入
居
ご
日
之
を
酔
し
、
十
年
入
居
十
六
日
東
京

に
卒
、
享
年
五
十
四
。
駒
込
吉
祥
寺
に
葬
り
、
法
統

は
松
議
院
陸
接
鍵
翁
大
居
士
。

O
E室

貴
子
。
出
羽
組
凶
侠
岩
城
伊
猿
守
隆
曹
の
女
。
弘
化

四
年
十
一
月
某
日
入
興
、
明
治
十
七
年
五
周
十
四
日

東
京
に
夜
、
事
年
五
十
三
。
法
鋭
は
線
操
院
賞
珊
鶴

欝
大
筋
。十

ご

代

前

田

利

昭

初
名
保
丸
。
利
部
の
嫡
男
、
母
は
線
操
院
。
嘉
永
三

年
九
周
十
八
日
江
戸
に
生
ま
れ
、
明
治
元
年
十
一
周

十
五
日
元
服
し
て
孫
八
郎
と
穂
し
、
二
年
八
周
二
日

嗣
を
受
け
て
七
日
市
務
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
サ
五
日

従
軍
位
に
叙
し
、
四
年
七
局
十
五
日
厳
穏
に
よ
り
て

股
を
兎
ぜ
ら
れ
、
サ
九
年
一
周
=
一
日
従
四
位
を
以
て

卒
、
享
年
四
十
八
。
駒
込
音
静
寺
に
葬
り
、
法
鋭
は

閑
居
院
清
歌
昭
詠
大
居
士
。

O
E室

銭
。
酒
井
忠
恒
の
女
。
明
治
三
年
三
周
十
λ
日
入
典
、

四
年
十
一
周
名
を
春
と
改
め
、
十
七
年
七
用
八
日
更

に
春
子
と
し
、
大
正
五
年
四
周
三
十
日
夜
、
享
年
六

十
ご
。
法
観
は
昭
周
院
清
室
貞
春
大
妨
。

マ
ヘ
ダ
ウ
ヂ
前
田
氏
ハ
加
賀
滞
臣
〉
ハ
一
〉
世

系
l
加
賀
務
の
老
臣
入
家
の
一
で
、
そ
の
系
は
利
家

の
子
利
政
か
ら
出
で
、
直
之
を
初
組
と
し
、
直
作
・

直
竪
・
直
賜
・
直
方
・
直
養
・
直
時
・
直
良
・
直
曾
・
直
信

相
繕
い
だ
が
、
直
接
は
家
督
を
受
け
な
か
っ
た
。
世

"0  

l‘ 

疎
直
之
以
後
一
一
晶
玉
十
石
、
直
盤
以
後
一
高
千
石
。

滞
組
の
分
脈
た
る
を
以
て
種
々
の
特
典
が
あ
っ
た
。

後
直
信
の
嗣
子
直
行
の
時
、
明
治
三
十
三
年
五
周
特

に
難
波
に
列
せ
ら
れ
、
男
慣
を
授
け
ら
れ
た
0

2

0
邸
第

l
前
田
直
之
の
邸
は
高
閲
町
に
あ
っ
た
。

延
貸
金
禅
闘
に
、
前
回
三
左
衛
門
前
口
四
十
七
間
五

尺
、
南
側
七
十
間
二
尺
、
北
側
五
十
四
間
三
尺
と
見

え
る
。
こ
の
邸
地
を
賜
は
っ
た
年
簡
は
静
か
で
な
い

が
、
三
誼
記
に
、
寛
永
七
年
六
局
前
田
直
之
喧
嘩
の

時
、
『
肥
後
殿
ハ
直
之
〉
は
何
れ
も
引
包
み
、
宇
田
五

郎
左
衛
門
の
門
ヘ
引
入
り
、
裳
づ
た
ひ
に
富
田
右
衛

門
佐
へ
入
。
、
高
岡
町
へ
引
取
り
給
ふ
。
』
と
あ
る
か

ら
、
そ
の
頃
阪
に
か
の
地
に
住
ん
で
ゐ
た
も
の
で
あ

ら
う
。
是
よ
り
世
々
相
捜
い
で
こ
の
地
に
底
た
。

会
一
〉
下
屋
敷

l
前
田
直
之
の
下
屋
敷
は
、
十
二
珊
御

定
書
普
請
曾
厨
の
部
に
、
『
前
間
三
左
衛
門
殿
下
屋
敷

泉
水
・
築
山
有
之
路
、
並
二
十
四
玄
関
四
方
之
屋
敷
、

右
ニ
ヶ
朗
被
下
候
僚
被
相
渡
、
共
外
は
上
り
候
閥
、

繍
取
り
可
被
申
。
』
と
あ
る
。
こ
の
文
替
の
亥
十
二
周

十
一
日
附
な
る
は
高
治
ご
年
な
る
べ
く
、
そ
の
位
置

は
延
賃
金
棒
闘
に
載
せ
た
三
世
町
の
下
邸
で
あ
る
。

後
之
を
召
上
げ
ら
れ
、
更
に
宮
腰
町
端
で
賜
は
り
、

世
人
土
佐
の
家
中
と
呼
ん
だ
が
、
磁
器
の
際
家
中
の

名
を
止
め
、
醒
ヶ
弁
町
と
捺
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

マ
ヘ
ダ
ウ
ヂ
前
田
氏
ハ
加
賀
務
臣
〉
ハ
一
U

世

系

l
加
賀
務
の
老
臣
八
家
の
一
で
、
長
種
・
直
知
・
直

E
・
孝
貞
・
孝
行
・
挙
資
・
孝
昌
・
孝
友
・
挙
本
・
挙
中
・
孝

敬
十
一
代
相
鎗
ぎ
、
そ
の
領
知
少
き
時
は
一
一
品
八
千

石
ハ
内
コ
一
千
百
石
奥
カ
知
ν
、
多
い
時
は
二
高
千
石
ハ
内

三
千
百
石
奥
カ
知
〉
に
及
ん
だ
。
孝
般
の
時
明
治
維

新
に
曾
し
、
そ
の
子
学
の
時
三
十
三
年
五
周
轄
に
華

族
に
列
せ
ら
れ
、
男
憶
を
授
け
ら
れ
た
0

2

0
邸
第

l
延
賃
金
棒
聞
に
、
金
棒
城
尾
坂
下
西
角

に
前
回
封
馬
邸
を
記
載
す
る
。
こ
の
前
田
氏
は
、
元

祖
封
馬
守
畏
種
・
二
代
美
作
直
知
・
三
代
封
馬
直
正
・

四
代
佐
渡
孝
貞
が
相
襲
い
で
小
松
城
代
で
あ
っ
た

が
、
寛
永
十
六
年
前
回
利
常
の
小
松
城
を
蒐
護
と
す

る
に
及
び
、
孝
貞
が
こ
の
腕
に
来
往
し
た
も
の
と
見

え
、
そ
の
封
胞
と
稽
す
る
は
筒
佐
渡
に
な
ら
ぬ
以
前

の
こ
と
で
あ
る
。
後
更
に
西
隣
な
る
藩
の
御
貸
家
及

び
前
回
備
前
の
邸
を
併
せ
、
鹿
大
な
屋
敷
に
な
っ
た
。

維
新
後
そ
の
地
内
を
横
ぎ
っ
て
一
町
を
設
け
、
そ
れ

を
梅
本
町
と
名
づ
け
た
。

マ
ヘ
ダ
ウ
ヂ
コ
ダ
イ
ケ
イ
ズ
前
田
氏
古
代
菜
園

一
加
。
前
回
利
家
以
前
の
系
闘
で
、
天
磁
日
命
の
商

土
師
宇
週
の
男
菅
原
古
人
か
ら
初
め
て
あ
る
。
後
人

の
鰻
作
で
あ
ら
う
。

マ
へ
ダ
Z

号
ン
前
田
右
衛
門
加
賀
滞
臣
。
突

は
三
郎
四
郎
。
前
回
利
家
に
仕
へ
て
三
百
石
を
領
し
、

寛
永
五
年
夜
。
子
孫
相
繕
い
で
務
に
仕
へ
る
。

マ
ヘ
ダ
カ
ジ
ョ
ゥ
前
田
家
乗
九
加
。
加
賀
務

主
隠
慨
の
史
貨
を
編
年
的
に
排
列
し
た
も
の
で
、
杏

立
等
の
編
績
に
係
る
。

マ
へ
ダ
ケ
イ
ジ
前
田
鹿
次

J
マ
ヘ
ダ
ト
ジ
タ

カ
前
聞
利
太
。

マ
へ
ダ
ケ
イ
ジ
デ
ン
前
田
慶
次
億
一
加
。
前

田
利
久
の
養
嗣
子
慶
次
郎
利
卓
ハ
叉
は
利
太
〉
の
生
・
援

を
附
隷
の
臣
野
崎
八
左
衛
門
知
遇
が
そ
の
子
採
に
醤

残
し
た
も
の
で
あ
る
。
之
に
よ
っ
て
隆
次
は
晩
年
大

和
刈
布
に
盤
底
し
、
慶
長
十
年
十
一
周
九
日
七
十
三

畿
で
裂
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

マ
へ
ダ
ケ
イ
ハ
イ
シ
ヨ
前
国
家
位
牌
所
加
賀

藩
で
は
質
問
寺
・
安
徳
院
の
爾
寺
を
爾
剥
と
穏
し
、

前
田
家
の
位
牌
腕
と
し
た
が
、
磁
器
の
後
神
葬
祭
に

改
め
、
明
治
七
年
七
周
十
ご
日
雨
剥
の
鑓
蛍
を
段
っ

た
。
十
年
軍
用
九
日
・
十
日
叉
郊
外
野
岡
山
に
あ
る

士
九
五


